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平成 13 年 12 月期業績予想の修正に関するお知らせ

当社平成 13 年 2 月 23 日付「平成 13 年 12 月期決算短信（連結）」および平成 13 年 2 月 23 日付
「平成 13 年 12 月期個別財務諸表の概要」に記載いたしました、当期（平成 13 年 1 月 1 日～平成
13 年 12 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。

記

１． 平成 13 年 12 月期連結業績予想の修正
(1) 連結中間期（平成 13 年 1 月 1 日～平成 13 年 6 月 30 日）

(単位：百万円)
売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 予 想（Ａ） 19,500 400 150

今 回 予 想（Ｂ） 17,429 427 85

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 2,071 27 △ 65

増 減 率 △ 10.6％ 6.8％ △ 43.3％

(2) 連結通期（平成 13 年 1 月 1 日～平成 13 年 12 月 31 日）
(単位：百万円)

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 予 想（Ａ） 50,000 1,600 600

今 回 予 想（Ｂ） 37,600 700 150

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 12,400 △ 900 △ 450

増 減 率 △ 24.8％ △ 56.3％ △ 75.0％

(3) 修 正 理 由
単独決算の業績予想の修正に伴い、連結決算の業績の修正をいたします。



２． 平成 13 年 12 月期単独業績予想の修正
(1) 単独中間期（平成 13 年 1 月 1 日～平成 13 年 6 月 30 日）

(単位：百万円)
売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 予 想（Ａ） 16,200 320 150

今 回 予 想（Ｂ） 14,276 293 112

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 1,924 △ 27 △ 38

増 減 率 △ 11.9％ △ 8.4％ △ 25.3％

(2) 単独通期（平成 13 年 1 月 1 日～平成 13 年 12 月 31 日）
(単位：百万円)

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 予 想（Ａ） 43,000 1,500 700

今 回 予 想（Ｂ） 31,000 470 190

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 12,000 △ 1,030 △ 510

増 減 率 △ 27.9％ △ 68.7％ △ 72.9％

(3) 当中間期修正の理由
① 売上高につきましては、ＴＦＴ関連製品はノートパソコンや液晶モニターの堅調な需要に支
えられ期初予想の数字は確保できたものの、ＳＴＮ関連製品は携帯電話の在庫増による生産
調整の影響を受け予想外の受注不振を強いられました。
この結果、全体の売上高はＳＴＮ関連製品の減少をＴＦＴ関連製品でカバーしきれず、期初

予想を下回り 14,276百万円となる見込であります。
② 経常利益につきましては、有価証券の運用益等が期初予想を上回ったことから 293 百万円

となる見込であります。
③ 中間純利益につきましては、新工場 (三重工場)立上げに関わる費用(115 百万円)発生の影響
により 112 百万円となる見込であります。

(4) 通期修正の理由
① 通期の売上高につきましては、液晶ディスプレイ市場の回復は年末にずれ込むものと予想さ
れることから 31,000百万円となる見込であります。

② 経常利益につきましては、売上高の減少及び新工場に係る減価償却費等の経費増加により
470 百万円となる見込であります。

③ 当期純利益につきましては、上記同様の理由により 190 百万円となる見込であります。

３． 参 考  前期の実績（平成 12 年 1 月 1 日～平成 12 年 12 月 31 日）
(単位：百万円)

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

連 結 通 期(12/１～12/12) 39,853 3,173 1,267

単独中間期(12/１～12/６) 15,942 1,213 443

単 独 通 期(12/１～12/12) 34,224 3,131 1,204

以 上


